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つけてくれました。病院からは「す
ぐに来てください」とお返事があっ
たそうです。
　入院してから腕の皮膚を顔へ移
植する手術や、左目と頬、あごの
手術を受けました。次は左目に義

上腕の神経がかろうじてつながっ
ていることを見つけてくれて、腕
を残す手術をしてくれました。大
きな傷はふさがったものの神経の
回復が進まず、手はうまく動きま
せんでした。
　以前のように手を使えるように
なりたくて、ヨルダンの再建外科
病院で治療を受けることをすすめ
られ、私はここに来ました。

　現在は、作業療法を中心に、日

眼を入れる手術を受けます。手術
は怖くありません。これからはど
んどん良くなっていくのですから。

　病院では、塗り絵やサジェダ先
生が手に描いてくれるヘナ・アー
ト※、メイズ先生の授業が大好き
です。でも早く治って母の待つシ
リアに戻りたい。友だちにも会い
たいし、学校にも行きたい。私は
けがで自分の人生を止めたくない
のです。勉強を頑張っていい成績
を取って、将来は歯医者さんにな
りたいです。
　私は日本の支援者の皆さんにお
礼を言いたいです。皆さんの優し
さと人道援助の心のおかげで、こ
の病院で治療を受けられています。

常生活で手を使えるようになるた
めのリハビリを続けています。握
力をつけるトレーニング、ボタン
を留めたり小さなものをつまんだ
りする練習など、細かい動きを一
つずつ積み重ねています。そのお
かげで助けを借りなくても、自分
でできることが増えてきました。
　特に、鉛筆を持って字が書ける
ようになった時は、本当にうれし
かったです。それは、学校に戻る
ための大きな一歩だと感じたから
です。私の夢は通訳になること。
そのためにも、毎日１時間、字を
書く練習をしています。
　作業療法士のマルワンさんをは
じめ、医師、看護師、心理士など
全ての病院スタッフに感謝したい
です。チーム一丸となって支えて
くれたから、こんなに回復できま
した。

年２月、おじの家に突然
爆弾が落ちてきました。
おじの結婚式のために親

024年７月、自宅の庭に
いた時のことです。何の
前ぶれもなくミサイルが

戚みんなで集まって、楽しく準備
をしていた最中のことでした。私
は爆弾が落ちた場所の近くにいた
ので、顔に大けがをしました。祖
母は亡くなり、母とおばもけがを
しました。
　顔を包帯でぐるぐると巻かれ、
救急車で病院に連れて行かれまし
た。大きなサイレンが鳴り響く中、
母が近くにいなくて、とても怖か
ったです。気を失ったのか、目が
かすんでよく見えなくなったこと
までしか覚えていません。
　あの時は内戦後の混乱で、シリ
アの病院で治療を受けるのが難し
かったため、父がいろいろと調べ
て、MSFのこの再建外科病院を見

落ちてきました。私は右腕に深い
傷を負い、一緒にいた父はその場
で亡くなりました。
　私はすぐにMSFが支援する病院
に運ばれました。傷は深刻で、切
断手術が必要になってもおかしく
ない状態でした。ですが、医師が

患者さんのために。
 “未来”を取り戻す
MSFの再建外科病院

（シリア・イドリブ県出身）
ラニアさん  10歳

（パレスチナ・ガザ地区出身）
オマールさん  17歳

再建外科病院から

未来へ向かって 1 未来へ向かって 2

保護マスク
● 紛争負傷者に特化した外科治療
● 社会復帰を見据えた包括的ケア
● 学齢期の子どもへの学習支援

再建外科病院の特徴とは？ 作業療法の道具

治療を支える道具たち

治療とリハビリを重ねて



患者さんを支える病院のスタッフたち
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こちらから
マイページは

“未来”を取り戻せるように、患者さんに寄り添う再建外科病院のスタッフたち。
役割の違う3人の活動と想いをご紹介します。

紛争がある国で
生まれ育ったからこそ
患者さんを助けたい

2025年度版の活動報告書はウェブで！
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 （国境なき医師団日本  事務局職員）

メイズ（教師）

ラシード（外科医）

やけど治療を受ける
患者さんの心の
支えになれるように

サジェダ（心理士）

学習支援で
子どもたちに希望を

編集後記


